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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 52,183 2.9 971 △17.7 1,334 △3.3 770 4.0

2026年３月期中間期 50,730 3.2 1,179 9.0 1,380 22.3 740 22.4

（注）包括利益 2027年３月期中間期 773百万円 （4.1％） 2026年３月期中間期 742百万円 （21.2％）

1株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
1株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 74.25 －

2026年３月期中間期 71.39 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 52,042 19,589 37.6

2026年３月期 52,146 19,532 37.5

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 19,589百万円 2026年３月期 19,532百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 69.00 69.00

2027年３月期 － 0.00

2027年３月期（予想） － 71.00 71.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 106,000 3.4 3,350 △7.3 3,650 △6.1 2,450 10.5 236.08

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　2026年３月期期末配当の内訳　　普通配当　65円00銭　　記念配当　４円00銭

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 10,377,999株 2026年３月期 10,377,999株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 37株 2026年３月期 37株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 10,377,962株 2026年３月期中間期 10,377,962株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：有

　　　新規　－社　（社名）　　　　除外　1社　（社名）ヒューマングローバルタレント株式会社
　　　（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項
（連結の範囲の変更に関する注記）」をご覧ください。

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に

あたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

２．決算補足説明資料は2026年11月13日に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景に、景気は緩やかな回復基調で

推移しましたが、物価上昇が個人消費に与える影響に加え、世界各国の金利動向や為替相場、金融資本市場の変

動、中東情勢の緊迫化による世界経済の下振れが懸念されるなど、依然として先行き不透明な状態が続いており

ます。

当社グループを取り巻く事業環境は、次のとおりであります。

人材関連事業におきましては、国内労働力人口の減少と高齢化の進行により企業の人手不足が続くなか、労働

者の働き方や価値観の多様化によりキャリア志向が高まっており、求人需要は底堅く推移しております。企業に

おいては、ＡＩの急速な普及により業務変革が進むなか、ＡＩ活用による事業変革やＤＸ推進による業務改善を

通じた生産性の向上が求められており、これらを推進する専門性の高い人材の確保・育成が課題となっておりま

す。

教育事業におきましては、社会人向け教育では、教育訓練給付金など公的な支援制度を背景に、ＡＩを使いこ

なすスキルや、中長期的なキャリア形成のための専門スキルの習得を目的としたリスキリング需要が高まってお

ります。若年層向け教育においては、進学層がデジタルネイティブである「α（アルファ）世代」へ移行しつつ

あり、個々の価値観や自己実現を重視する傾向が強まっております。少子化などを背景に学生獲得競争が激化す

るなかで、個別のニーズに対応した商品開発や支援体制の提供が求められております。また、海外人材向け教育

では、留学生や外国人労働者など在留外国人の増加を背景に、日本語教育をはじめとする国際人材の育成需要が

拡大しております。

介護事業におきましては、国内における65歳以上の高齢者が3,600万人を超え、総人口に占める割合が2040年

には約35％まで増加すると試算されるなど、高齢化が一段と進行しております。介護市場では事業者間の競争が

激化しており、利用者やそのご家族に選ばれるためにはサービス品質の向上が不可欠となっております。その一

方で、介護サービスの担い手である介護スタッフについては、国内労働力人口の減少や賃金上昇が続くなかで人

手不足が一層深刻化しており、人材の確保・定着が重要な課題となっております。

このような状況において、当社グループでは、「ＡＩを活用した事業の高付加価値化と利益率の向上」を成長

戦略のテーマとし、ＡＩ活用によるビジネスモデルの強化、業務効率化、商品・サービスモデルの高付加価値

化、高付加価値ビジネスの創造に加え、事業戦略に即したＭ＆Ａ推進に注力いたしました。また、「日本の労働

人口減」を中長期の重点取り組み領域と定め、綱領「為世為人」、バリュープロミス「ＳＥＬＦｉｎｇ」から成

る経営理念に基づき、「人を育てる」事業、「人を社会に送り出す」事業を中心としたビジネスモデルの強化・

発展に取り組みました。さらに、従業員の基本給及び初任給について４年連続賃上げを実施いたしました。

この結果、当中間連結会計期間における売上高は、前年同期比2.9％増の52,183百万円となりました。利益面

では、営業利益は主に人材関連事業の減益により前年同期比17.7％減の971百万円、経常利益は前年同期比3.3％

減の1,334百万円となりましたが、親会社株主に帰属する中間純利益は、特別損失が減少したことにより、前年

同期比4.0％増の770百万円となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①人材関連事業

人材関連事業におきましては、顧客の需要に沿った高付加価値サービスの提供を追求するとともに、５月１日

付で総合人材サービスを手掛けるヒューマンリソシア株式会社が、グローバル人材採用支援を行うヒューマング

ローバルタレント株式会社を吸収合併し、グローバル人材活用支援のさらなる体制強化に努めました。また、派

遣スタッフのキャリア形成や就業機会の拡大、派遣先企業の生産性向上に寄与すべく、「生成ＡＩ研修」の提供

を開始し、派遣スタッフのＡＩ活用スキルの向上を図るとともに、企業に向けては業務プロセスへのＡＩ実装を

支援するなど、付加価値向上に努めました。

人材派遣では、堅調な人材需要を背景に人材獲得競争が激化するなか、就業スタッフ数は前年同期と比較し微

減となったものの、継続して取り組んでいる単価改定の効果から契約単価が向上し、売上が増加いたしました。

ＤＸソリューションでは、海外ＩＴエンジニアにおいて、募集基準の見直しの影響などから稼働者数が減少し

た一方で、ＤＸツール開発支援などの受託が好調に推移したことから、売上が増加いたしました。

業務受託では、医療関連事業の受託案件が好調に推移いたしました。

この結果、人材関連事業の売上高は前年同期比0.7％増の30,625百万円、営業利益は成長領域の体制強化のた

めに人的資本への投資を進めたことから、前年同期比16.7％減の1,124百万円となりました。
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②教育事業

教育事業におきましては、各事業の商品開発体制強化に取り組むとともに、ＡＩ活用スキル習得など新しい分

野の講座開講に加え、生成ＡＩを用いた自然な日本語の会話練習Ｗｅｂアプリ「ＨＡｉ－Ｊ（ハイジェイ）」な

どの新商品販売に注力いたしました。

社会人教育事業では、2024年４月より日本語教師が国家資格となったことなどを背景に、日本語教師養成講座

の在籍者数が好調に推移したことなどから、全体の在籍者数が増加いたしました。

全日制教育事業では、学生獲得競争が激化するなかで、主力のパフォーミングアーツカレッジやゲームカレッ

ジを中心に在校生数が減少となりましたが、次年度の入学者獲得に向けて、学習形態や価格の最適化を推進する

とともに、次世代の成長産業に直結する新領域のカレッジ開発に努めました。

児童教育事業では、こどもプログラミング教室の在籍者数は増加いたしましたが、主力であるロボット教室の

在籍者数が減少したことにより、全体の在籍者数が減少となりました。

国際人教育事業では、特定技能制度などを背景に日本への関心が高まっているなか、各国への営業活動に注力

したことで、日本語学校の新入生が増加いたしました。また、外国人労働者増加による日本語教育需要の高まり

を背景として、企業や自治体向け日本語研修の受託が好調に推移いたしました。

保育事業では、前期に開設した認可保育所や、児童発達支援・放課後等デイサービスの事業所において利用者

数が増加いたしました。また、４月に認可保育所として南町田ナーサリー（東京都）、７月に児童発達支援・放

課後等デイサービスの事業所としてスターチャイルド≪サポート江田≫（神奈川県）を開設いたしました。

この結果、教育事業の売上高は前年同期比5.1％増の13,543百万円となりました。利益面では、全日制教育事

業の減収による影響があった一方で、社会人教育事業は増益となったことから、61百万円の営業利益（前年同期

は115百万円の営業損失）となりました。

③介護事業

介護事業におきましては、介護スタッフの処遇改善の実施に加え、キャリアパス設計支援及び資格取得推進の

取り組みなどを通じて、定着率の向上に努めました。

小規模多機能型居宅介護施設やグループホームにおいては、加算取得の推進など、単価改善に努めるととも

に、管理体制の強化を図り、施設運営に注力いたしました。また、４月にヒューマンライフケア東浦和グループ

ホーム（埼玉県）を開設いたしました。

デイサービスでは、利用者のご家族に向けて、施設利用時の様子やバイタルデータをスマートフォンから確認

できるサービス「ケアレコード」の利用浸透に取り組んだことにより稼働率が向上いたしました。また、施設運

営においてはＡＩ活用に積極的に取り組みました。

この結果、介護事業の売上高は、前年同期比8.8％増の6,984百万円となりましたが、営業利益は処遇改善によ

る人件費率の上昇に加え、前年度下期に開設したホスピスホームの運営費用増加などにより前年同期比67.6％減

の38百万円となりました。

④その他の事業

スポーツ事業におきましては、プロバスケットボールクラブ「大阪エヴェッサ」において、他団体との共催試

合を運営受託した前年同期と比較し、チケット収入は減少いたしましたが、管理運営を行う「おおきにアリーナ

舞洲」において、コンサートなどの大型案件の誘致が増えたことに伴い、売上が増加いたしました。

ネイルサロン運営事業におきましては、店舗運営では、ネイリストの育成と定着に注力したことから、固定客

数及び客単価が増加いたしましたが、商品販売が減少いたしました。

この結果、その他の事業の売上高は、前年同期比1.4％増の1,025百万円となりましたが、利益面では、チーム

強化のための選手人件費増加などに伴い236百万円の営業損失（前年同期は66百万円の営業損失）となりまし

た。
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（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の資産合計は、52,042百万円となり、前連結会計年度末の52,146百万円から103百万円

減少いたしました。

流動資産につきましては、43,471百万円となり、前連結会計年度末の43,532百万円から60百万円減少いたしま

した。これは主に、現金及び預金が920百万円増加したものの、売掛金及び契約資産が740百万円、商品が90百万

円、その他流動資産が156百万円減少したことによるものです。また、固定資産につきましては、8,570百万円と

なり、前連結会計年度末の8,614百万円から43百万円減少いたしました。これは主に、有形固定資産が236百万円

増加したものの、無形固定資産が168百万円、投資その他の資産が112百万円減少したことによるものです。

次に負債合計は、32,452百万円となり、前連結会計年度末の32,613百万円から161百万円減少いたしました。

流動負債につきましては、23,104百万円となり、前連結会計年度末の24,480百万円から1,375百万円減少いたし

ました。これは主に、１年内返済予定の長期借入金が121百万円増加したものの、契約負債が973百万円、未払金

が381百万円減少したことによるものです。また、固定負債につきましては、9,347百万円となり、前連結会計年

度末の8,133百万円から1,214百万円増加いたしました。これは主に、長期借入金が1,164百万円増加したことに

よるものです。なお、契約負債は、主に教育事業において、受講申込み時に受講者様よりお預かりする入学金お

よび受講料であり、役務提供に合わせ売上へ振り替えております。契約負債8,919百万円のうち、教育事業にお

ける計上額は8,148百万円です。

純資産につきましては、19,589百万円となり、前連結会計年度末の19,532百万円から57百万円増加いたしまし

た。これは主に、剰余金の配当716百万円を行った一方で、親会社株主に帰属する中間純利益770百万円を計上し

たことによるものです。

(キャッシュ・フローの状況)

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

920百万円増加し、30,051百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は、以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における営業活動による資金の増加は、632百万円となりました（前年同期は1,131百万円

の増加）。これは主に、契約負債が973百万円減少したものの、税金等調整前中間純利益が1,308百万円、売上債

権の減少が740百万円あったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における投資活動による資金の減少は、281百万円となりました（前年同期は370百万円の

減少）。これは主に、保育事業の事業所の開設、教育事業の校舎の改修、社内システムへの設備投資等によるも

のであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における財務活動による資金の増加は、569百万円となりました（前年同期は426百万円の

増加）。これは、長期借入金の返済が1,714百万円、配当金の支払額が716百万円あったものの、長期借入れによ

る収入が3,000百万円あったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月15日に発表した「2026年３月期決算短信」の連結業

績予想より変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,131,791 30,051,845

売掛金及び契約資産 11,884,151 11,143,451

商品 572,862 482,512

貯蔵品 8,121 15,457

その他 1,939,659 1,782,716

貸倒引当金 △4,523 △4,323

流動資産合計 43,532,064 43,471,659

固定資産

有形固定資産 3,058,147 3,295,124

無形固定資産

のれん 45,095 39,108

その他 1,361,004 1,198,587

無形固定資産合計 1,406,100 1,237,696

投資その他の資産

差入保証金 2,269,448 2,248,669

その他 2,026,439 1,848,107

貸倒引当金 △146,090 △59,121

投資その他の資産合計 4,149,797 4,037,655

固定資産合計 8,614,044 8,570,476

資産合計 52,146,109 52,042,135

負債の部

流動負債

買掛金 107,157 82,155

１年内返済予定の長期借入金 2,860,420 2,981,616

契約負債 9,893,166 8,919,709

未払金 7,109,404 6,727,969

未払法人税等 845,260 602,046

賞与引当金 1,038,943 1,137,004

その他 2,626,433 2,654,405

流動負債合計 24,480,786 23,104,907

固定負債

長期借入金 6,496,285 7,660,630

役員退職慰労引当金 587,918 594,517

資産除去債務 436,867 445,983

その他 612,074 646,305

固定負債合計 8,133,145 9,347,436

負債合計 32,613,931 32,452,344

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,299,900 1,299,900

資本剰余金 734,737 734,737

利益剰余金 17,475,963 17,530,403

自己株式 △60 △60

株主資本合計 19,510,540 19,564,980

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,494 9,728

為替換算調整勘定 15,142 15,082

その他の包括利益累計額合計 21,637 24,810

純資産合計 19,532,177 19,589,791

負債純資産合計 52,146,109 52,042,135
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 50,730,823 52,183,961

売上原価 37,860,353 39,282,217

売上総利益 12,870,470 12,901,744

販売費及び一般管理費 11,690,802 11,930,726

営業利益 1,179,667 971,017

営業外収益

受取利息 24,368 61,660

受取配当金 81 87

補助金収入 174,723 329,266

その他 52,028 63,234

営業外収益合計 251,202 454,249

営業外費用

支払利息 32,461 53,979

貸倒引当金繰入額 6,333 19,774

その他 11,674 17,227

営業外費用合計 50,469 90,981

経常利益 1,380,400 1,334,285

特別利益

固定資産売却益 356 73

特別利益合計 356 73

特別損失

固定資産除却損 6,888 7,988

投資有価証券評価損 - 12,782

関係会社株式評価損 16,571 1,001

減損損失 28,014 4,415

事業撤退損 77,247 -

特別損失合計 128,721 26,188

税金等調整前中間純利益 1,252,035 1,308,171

法人税等 511,105 537,651

中間純利益 740,930 770,519

親会社株主に帰属する中間純利益 740,930 770,519

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 740,930 770,519

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 874 3,233

為替換算調整勘定 1,072 △60

その他の包括利益合計 1,947 3,173

中間包括利益 742,877 773,693

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 742,877 773,693

非支配株主に係る中間包括利益 - -

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,252,035 1,308,171

減価償却費 468,263 440,749

減損損失 28,014 4,415

のれん償却額 15,626 5,987

固定資産除却損 6,888 7,988

固定資産売却損益（△は益） △356 △73

事業撤退損 77,247 -

投資有価証券評価損益（△は益） - 12,782

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,884 19,358

賞与引当金の増減額（△は減少） 71,658 98,061

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19,046 6,598

補助金収入 △174,723 △329,266

受取利息及び受取配当金 △24,449 △61,747

支払利息 32,461 53,979

関係会社株式評価損 16,571 1,001

売上債権の増減額（△は増加） 900,858 740,702

棚卸資産の増減額（△は増加） 64,636 83,014

未収入金の増減額（△は増加） △108,344 225,312

立替金の増減額（△は増加） △97,721 △233,439

仕入債務の増減額（△は減少） △13,101 △25,001

契約負債の増減額（△は減少） △926,041 △973,579

未払金の増減額（△は減少） △25,031 △366,132

その他 △97,095 26,813

小計 1,491,326 1,045,696

利息及び配当金の受取額 23,377 56,905

利息の支払額 △33,054 △56,382

補助金の受取額 191,758 376,646

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △542,358 △790,745

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,131,048 632,120

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △410,503 △393,340

無形固定資産の取得による支出 △158,218 △98,155

投資有価証券の取得による支出 - △1,001

投資有価証券の売却による収入 82,424 -

事業譲受による支出 △25,880 -

差入保証金の差入による支出 △105,134 △9,354

差入保証金の回収による収入 16,217 6,645

貸付けによる支出 △479 △1,150

貸付金の回収による収入 30,819 26,893

補助金収入 214,429 196,868

その他 △14,664 △9,087

投資活動によるキャッシュ・フロー △370,989 △281,683

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 3,000,000 3,000,000

長期借入金の返済による支出 △1,790,242 △1,714,459

配当金の支払額 △783,536 △716,079

財務活動によるキャッシュ・フロー 426,221 569,461

現金及び現金同等物に係る換算差額 △351 154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,185,929 920,053

現金及び現金同等物の期首残高 27,836,939 29,131,791

現金及び現金同等物の中間期末残高 29,022,869 30,051,845

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲の変更に関する注記）

　当中間連結会計期間より、ヒューマングローバルタレント株式会社は、当社の連結子会社であるヒューマンリソ

シア株式会社を存続会社とする吸収合併（合併期日:2026年５月１日）により解散したため、連結の範囲から除外

しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

中間連結損益
計算書計上額

（注）３人材関連事業 教育事業 介護事業 計

売上高

外部顧客への売上高 30,401,354 12,891,554 6,421,977 49,714,886 1,011,371 50,726,257 4,566 50,730,823

セグメント間の内部

売上高又は振替高
59,705 28,434 2,602 90,743 252,750 343,493 △343,493 -

計 30,461,059 12,919,989 6,424,580 49,805,629 1,264,121 51,069,750 △338,926 50,730,823

セグメント利益又は損

失（△）
1,350,723 △115,123 118,821 1,354,421 △66,570 1,287,851 △108,183 1,179,667

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日 至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ事業、ネイルサ
ロン運営事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△108,183千円には、セグメント間取引消去588千円及び各セ
グメントに配分していない全社損益△108,772千円が含まれております。各セグメントに配分してい
ない全社損益は、主に持株会社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　「介護事業」を行う連結子会社が所有する一部の事業所において、営業活動から生ずる損益が継続してマイ

ナスとなる状況であるため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計

上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期間においては28,014千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

中間連結損益
計算書計上額

（注）３人材関連事業 教育事業 介護事業 計

売上高

外部顧客への売上高 30,625,638 13,543,512 6,984,988 51,154,140 1,025,350 52,179,490 4,471 52,183,961

セグメント間の内部

売上高又は振替高
62,035 25,952 2,419 90,407 128,243 218,651 △218,651 -

計 30,687,674 13,569,465 6,987,407 51,244,547 1,153,593 52,398,141 △214,179 52,183,961

セグメント利益又は損

失（△）
1,124,919 61,037 38,467 1,224,424 △236,597 987,827 △16,809 971,017

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日 至　2026年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ事業、ネイルサ
ロン運営事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△16,809千円には、セグメント間取引消去△59千円及び各セ
グメントに配分していない全社損益△16,749千円が含まれております。各セグメントに配分していな
い全社損益は、主に持株会社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　「人材関連事業」、「教育事業」、「その他」において、移転や改修等が決定している事業所等の固定資産

の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

　なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期間においては「人材関連事業」では1,708千円、

「教育事業」では1,549千円、「その他」では1,157千円であります。
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